
教育学部・教授

事　　業　　名

【派遣者（引率教員，参加学生）】

参加学生：

【実施期間】
平成29年2月16日～平成29年3月13日

 【事業概要とその成果】

引率指導教員： 野呂徳治（教育学部・教授）

（教育学部）７名、（人文社会科学部）４名、（理工学部）１名、以上12名

　本事業は，異文化での生活体験及び英語圏での英語学習により，異文化コミュニケーション能力並びに

英語コミュニケーション能力の伸長を図ると共に，グローバル化が加速度的に進行する21世紀において，

より豊かな社会の構築に貢献するための資質能力として，地域の課題をグローバルな視点でとらえるグ

ローバルマインドの涵養を目的とするものである。
参加学生は，本学の海外協定校の一つである米国メイン大学との連携により，本学教育学部英語教育

講座所属教員の引率のもと，３週間にわたって米国メイン州においてホームステイをしながら，同大学英語

センターにおいて集中授業により英語コミュニケーション能力の伸長に努めた。また，受け入れ先大学の

教員・学生並びにホストファミリーを始めとする受け入れ地域住民との意見交換や異文化交流活動並びに

学生個人で取り組む調査研究活動等を通して，各自が個別に学習課題として設定した今日的な地域課題

に対するグローバルな視点からのアプローチについて実践的に学んだ。具体的には，研究テーマの設定

及び研究方法について，事前に事業担当指導教員が参加学生に対して指導を行い，研修中は，引率担当

教員並びにメイン大学英語センター教員が全体指導並びに個別指導を行った。参加者が設定した主な学

習課題としては，「青森県とメイン州における観光地の比較」，「少子高齢化ー若者の人口流出ー」，「公共

交通機関の比較とお年寄りへのサポート」，「廃校について」などがあった。参加者は各自が設定した課題

について，メイン大学の学生とのグループディスカッションや個別インタビュー，あるいは，ホストファミリー

を始め地域住民からの聞き取り調査によるデータ収集・分析を通して，考察を行っていた。それを基に，メ

イン大学英語センターで教員，メイン大学学生，ホストファミリーを対象に英語によるプレゼンテーションを

行い，その成果を発表した。
事業終了後，参加学生を対象に聞き取り調査を行った結果，異文化コミュニケーションの意義・重要性を

実感すると共に，英語学習への意欲が高まったとの報告がなされた。さらに，本事業がねらいとしている

「地域の課題をグローバルな視点でとらえるグローバルマインド」についても，参加学生の報告書から，そ

の発達の跡が認められた。

　事業の概要とその成果　

  メイン大学異文化コミュニケーション集中講座

平成２８年度　弘前大学グローカル人材育成事業
学生海外ＰＢＬプログラム　実施報告書
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